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パラメーターに関する文献調査 

コンブ目 炭素含有率 

コンブ類を中心に文献調査した結果、文献値のバラつきによる標準偏差がごく小さく、コンブ

目では共通な値と考え設定した。 

 

表 1 コンブ目に関する文献調査 

種類 海域 炭素含有率 出典

マコンブ 南茅部 0.30 1.Mizuta et al.(1998)

マコンブ 三陸沿岸 0.30 2.村岡2003

マコンブ 宮城県松島湾 0.24 3.谷口2003

ミツイシコンブ 宮城県松島湾 0.30 3.谷口2003

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.29 4.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.28 4.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 北海道小樽市忍路湾 0.28 4.水産土木建設技術センターほか2004

ホソメコンブ 宮城県松島湾 0.29 3.谷口2003

平均 0.29±0.02  
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